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令和４年度第１回東成区区政会議での意見と対応一覧                                      

 意見内容 

委員名 

または 

部会名 

会議での回答 対応方針 

 

令和４・５年度実施状況 

 

担当課 

1 

災害発生時の避難所運営方法について、

地域の方だけでなく、区外や市外から避

難されて来られる方もおられ、特に平日

の昼間に発生した場合、地域の生徒や企

業、病院、商店との連携も必要となる。 

にぎわい・ 

きずな部会 

地域の皆さんと協議しながら（区

外や市外から）避難された方々を

受け入れるにはどうすればよい

かという運営の方針を検討する。 

区外や市外から様々な震災等によ

り避難されて来られる方々の受入

については、それぞれ課題が考え

られるが、地域の皆さんと連携し

ながら引き続き検討してまいりた

い。 

 

●区内４中学校において、それぞ

れ１学年を対象に、避難所運営の

机上訓練を毎年実施しており、令

和５年度も実施予定。 

 

●在宅医療・介護連携のために、

様々な職種が集まる取組におい

て、区内の医療・介護事業者と地域

役員との防災に関する意見交換を

令和５年１月２１日に行ってお

り、今後も連携を進めていく。 

 

●東成区災害時協力企業等登録事

業者と地域役員との意見交換を令

和５年度中に実施予定。 

 

市民協働課 

2 

大阪市水害ハザードマップ東成版の内容

の検討について 

（現在 1000年に 1度起こることの災害を

想定しているが、実際に起こる可能性が

高い 100 年の 1 度のケースの確率を想定

して防災について区民が考える必要があ

る。） 

にぎわい・ 

きずな部会 

危機管理室を通じて国や大阪府

に働きかけていきたい。 

水害ハザードマップは、水害被害

を最小限に食い止めるため、想定

される最大規模の降雨（発生確率

1000 年に１度以上）における浸水

想定を示している。 

これとは別に、河川氾濫について

は発生確率 100 年に１度の規模の

浸水想定図や、これまでに急激な

大雨により内水氾濫が発生した実

績がホームページ等で公表されて

いるため現実的なケースを想定し

て、側溝・排水溝の清掃、浸水しや

すい場所の確認など、日ごろから

の備えについての啓発を引き続き

行っていく。 

 

 

●日ごろからの備えについては、

令和４年６月号の防災特集をはじ

め、令和４年７月号、８月号、９

月号、11月号及び令和５年１月号

に掲載しており、令和５年度にお

いても同様に取り組んでいく。 

 

●これまでに急激な大雨により内

水氾濫が発生した実績等、実際に

起こる可能性のある内容について

は、令和５年６月号の防災特集に

て掲載。 

 

 

 

市民協働課 

参考資料２ 
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 意見内容 

委員名 

または 

部会名 

会議での回答 対応方針 

 

令和４・５年度実施状況 

 

担当課 

 

3 

ＳＤＧｓの取組の一環としての地域イベ

ントなどのペットボトル回収について、

子どもたちを巻き込んで、地域に密着し

た取組をこれからも推進していくのがよ

い。 

にぎわい・ 

きずな部会 
― 

SDGs（持続可能な開発目標）につい

ては、東成区役所としてもこれま

で注力してきているが、今後さら

に進めていかなければならない取

組であり、ご指摘のとおり地域に

密着した取組が推進できるよう、

子どもを含めた区民の皆さんへの

理解促進に努めていく。 

●ペットボトル回収については、

現在区内７地域まで取組みが拡充

し、区民の皆さんの SDGs への

理解が徐々に広がっていると考え

る。 

 

●区としても、「東成区 SDGs 宣

言」制度の創設や SDGs イベント

の実施、区民まつりにおいて

SDGs の普及啓発につながる運営

を企画するなど（令和４年度区民

まつりは雨天中止）、今後も引き

続き区民の皆さんへの普及促進に

努めていく。 

 

市民協働課 

4 

鶴橋という地域資源の活用について、東

成区の鶴橋の魅力をＰＲすれば、東小橋

の地域活性やひいては東成区の認知度の

向上につながるのでは。 

にぎわい・ 

きずな部会 
― 

地元である東小橋地域活動協議会

等とも連携し、地域の活性化や認

知度向上につながるような事業の

創出及び情報発信等の支援を行っ

ていく。 

●東小橋地域活動協議会を主体と

した地域イベント「東小橋フェス

タ」など、コロナ禍においても地域

活性化等につながる事業が創意工

夫により実施され、区としても

SNS で情報発信している。引き続

き、地域活性化や認知度向上につ

ながる事業の創出等に向けた支援

を実施していく。 

 

●２０２５年の大阪・関西万博開催や

東成区制 100周年を契機に、東成区

の魅力を区内外の多くの方々に発

信する動画を作成し、その中で、本

市が令和５年３月に作成した「鶴橋

駅周辺の都市景観資源」をめぐるモ

市民協働課・

総務課 
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 意見内容 

委員名 

または 

部会名 

会議での回答 対応方針 

 

令和４・５年度実施状況 

 

担当課 

デルコースの「回遊マップ」を紹介し

ている。 

 

 

5 
運動習慣が少ないことによる子どもの体

力低下が問題。 

子ども・ 

教育部会 

子どもの体力向上に資するため、

引き続き区内の小学校と連携し

ながら、子どもたちの運動やスポ

ーツへの苦手意識を解消し、興味

や関心を高める取組を進めてい

く。 

会議での回答のとおり 

●子どもの体力向上に向け、イン

ストラクターを各学校に派遣する

「子どもの体力向上事業」を区内

全小学校で実施した。 

 

●令和４年度からの新たな取組み

として、春の全国スポーツテスト

（対象：小学校５年生 種目数：

８）区内上位者や、３学期に実施

するシャトルラン記録会において

春のスポーツテストから回数が増

えた児童上位者を区長が表彰する

など、区役所と学校が連携し、子

どもがスポーツへの興味と関心を

高める取組みを進めている。 

 

市民協働課 

6 

モノづくり体験フェスタや子どもたちと

体験するＳＤＧｓについて、コロナ渦に

おける開催手法について検討願いたい。 

子ども・ 

教育部会 

両事業については、モノづくり体

験や木材との触れ合いを通じて

小・中学校のモノづくりへの興味

や関心を喚起し、将来を考えるき

っかけとなるような開催内容に

していきたい。開催時期や手法に

ついては、新型コロナウイルスの

感染状況を考慮しながら検討を

行っていく。 

会議での回答のとおり 

●モノづくり体験を通して、子ど

もたちの興味関心を喚起し、将来

を考えるキャリア教育の一環とし

て、下記イベントを開催し、多数の

参加者にご参加いただいていると

ころである。 

 

●ひがしなり環境・ 

ＳＤＧｓ体験フェスタ  

開催日：令和４年 12月 24・25日 

来場者数：約 1,200名 

・令和４年度予算：7,280千円 

(子どもたちと体験するＳＤＧｓ） 

 

市民協働課 
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 意見内容 

委員名 

または 

部会名 

会議での回答 対応方針 

 

令和４・５年度実施状況 

 

担当課 

●モノづくり体験フェスタ 

開催日：令和５年２月 18日 

来場者数：約 1,000名 

 

 

・令和４年度予算：2,340千円 

・令和５年度予算：2,314千円 

 

令和５年度は 

工場見学会（ファクトリーツアー） 

モノづくり体験フェスタ 

を実施予定。 

(「東成区の地域資源」魅力発信事

業) 

 

7    
学校へのＩＣＴ化への取組を強化してほ

しい。 

子ども・ 

教育部会 

学校のＩＣＴ化への取組強化に

ついては、全市的な取組として、

教育委員会事務局で方針決定か

ら実施まで全て行っている。令和

3 年度からは区内の全児童生徒

が学習用端末を利用してデジタ

ルドリルを活用している。また、

デジタル教科書については文部

科学省の方針の下、実証実験が行

われている。 

東成区独自の取組としても、令和

4 年度から電子書籍読み放題サ

ービスを導入し、区内児童生徒の

読書環境の整備に努めている。 

定期的に開催している学校園長

との意見交換会の場を通じて、ご

意見を共有していく。 

会議での回答のとおり 

●令和４年４月より、区内の全小

学５・６年生及び全中学生に電子

書籍読み放題サービスの導入を実

施しており、区独自の取組みとし

て読書環境の整備を進めている。 

 

●区政会議終了後、直近で開催さ

れた「学校長との意見交換会」の

場において、ご意見を共有させて

いただいた。 

 

●今後も定期的に開催している学

校園長との意見交換会の場での情

報共有やに加え、学校図書館司書

との連携等を行うことで、より良

い取組となるよう努めていきた

い。 

市民協働課 
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 意見内容 

委員名 

または 

部会名 

会議での回答 対応方針 

 

令和４・５年度実施状況 

 

担当課 

  

令和４年度予算：2,148千円 

令和５年度予算：2,248千円 

(電子書籍を活用した読書活動推

進事業） 

 

8 

すくすく・つながるクラブの登録率が

57.9％であることについて、入会の機会

や方法の多様化、登録状況の分析を行う

べきでは。 

子ども・ 

教育部会 

入会の機会や方法の検討を行う

とともに、アンケート等を行う

ことで状況の分析をしていく。 

子育てプラザなどの子育て支援機

関において出張型の登録相談会を

実施し、登録の機会を増やしてい

く。 

 

●すくすく・つながるクラブに関

するアンケートを、令和４年 11・

12月実施の乳幼児健診（３か月・

１歳６か月・３歳児）にて実施し

たところ、「知らなかった」「入会

する機会がなかった」との回答が

多かったため、3カ月児健診での

入会案内（個別の声かけ）を開始

し、今後も実施予定。 

 

●入会の機会を増やすため、出張

型の登録相談会を、地域子育てサ

ークルや子ども・子育てプラザな

どの子育て支援拠点にて実施して

おり、今後も実施予定。 

 

●行政オンラインシステムを活用

した入会申込の検討 

 

令和４年度予算 490千円 

令和５年度予算 1,223千円 

（子育てネットワーク構築支援事

業） 

 

保健福祉課 

（児童保健） 
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 意見内容 

委員名 

または 

部会名 

会議での回答 対応方針 

 

令和４・５年度実施状況 

 

担当課 

9 
子育て支援について、ＳＮＳを介した情

報提供の充実を図るべき。 

子ども・ 

教育部会 
― 

Twitterや Facebook等の SNSを活

用することに加えて、メールマガ

ジンの活用や、区ホームページの

改善などにより、さらに有益な情

報の提供をタイムリーに行う。 

●ツイッターやフェイスブック等

の SNS、メールマガジンによる情

報発信や区のホームページを活用

しており、今後も広く情報提供を

図る予定。 

 

令和４年度予算 490千円 

令和５年度予算 1,223千円 

（子育てネットワーク構築支援事

業） 

保健福祉課 

（児童保健） 

10 

在宅医療介護連携推進の取組が専門機関

の連携向上に成果を上げているのは心強

い。 

保健福祉部会 ― 引き続き取り組みを進めていく。 

●令和４年度は「防災」をテーマ

に下記事業を実施した。 

・講演とパネルディスカッション

（約８０名参加） 

開催日：令和４年９月 17日 

・地域の方も参加して、講演とグ

ループワーク 

（約８０名参加） 

開催日：令和５年１月 21日 

 

保健福祉課

（福祉） 

11 

地域での身近な相談窓口である地域福祉

活動サポーターの周知を積極的に行うこ

とが、独り暮らし高齢者の安心につなが

る。あわせて、どんな相談ができるのかと

いうことも一緒に周知を行えば、新たに

つながる高齢者が増えるのでは。 

保健福祉部会 ― 

ひがしなりだより等を使って、高

齢者を支える様々なサービスや、

相談内容に応じた相談窓口（地域

福祉活動サポーターを含む。）の周

知を行っているので、どのような

ことでもご相談いただきたい。 

 

●令和４年 10月のひがしなりだよ

り特集「住み慣れた地域で、いつま

でも安心して暮らすために」5～8

面で広報した。 

 

●令和５年２月のひがしなりだよ

り 1 面「身近な相談窓口 地域福

祉活動サポーター」で広報した。 

 

保健福祉課

（福祉） 

12 

認知症高齢に対する早期発見、早期支援

の重要性について。多職種が連携して、で

きるだけ早くケアを開始することで認知

症のある方が地域で安心して暮らせるの

ではないか。 

保健福祉部会 ― 

認知症の早期発見、早期支援の重

要性について周知・啓発に努める

とともに、多職種がより緊密に連

携を図っていけるよう、引き続き

支援に取り組んでいく。 

●令和４年４月 16日に 

包括支援センター等主催 

映画「ぼけますから、よろしくお願

いします。」を上映した。 

 

保健福祉課

（福祉） 
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 意見内容 

委員名 

または 

部会名 

会議での回答 対応方針 

 

令和４・５年度実施状況 

 

担当課 

  

●令和４年９月～11 月に地域出前

講座「知って得する連続講座『お口

からはじめる認知症予防』」を 11地

域で開催した。 

 

●令和４年 11月 12日に 

医師会・市福祉局主催 

でパネルディスカッション「認知

症とともに」を実施した。 

 

 

●令和５年１月 28 日に 区社協主

催の映画「ぼけますから、よろしく

お願いします。～おかえりお母さ

ん～」を上映した。 

 

13 

認知症予防には脳トレに加え、体操や歩

くことも効果的。歩くことはコロナ禍で

も取り組める内容なので、広く周知され

るとよい。 

保健福祉部会 
地域では感染防止に配慮しなが

ら、いきいき百歳体操が再開され

つつある。 

認知症予防のため、いきいき 100歳

体操などの取組を行ってきている

が、ウォーキング啓発に向け、ウォ

ーキングマップを掲載した健康づ

くりリーフレットを年内に作成

し、周知していく。 

 

●健康づくりリーフレット「ひが

しなり つながる健康情報～生活

習慣編～」を郵便局などに配架し、

ホームページや「ひがしなり知っ

て得する福祉情報」LINE にも Web

版を掲載し周知を行う予定。 

 

令和４年度予算 319千円 

令和５年度予算 295千円 

（ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに応じた健康づくり事

業） 

 

保健福祉課

（児童保健） 

14 

若い世代への食育を通して朝食の重要性

や高脂肪食への注意を継続して伝えるこ

とが重要。中学生など若い世代への食育

講座は今後も継続してほしいよい取組で

ある。 

保健福祉部会 ― 

今後も、小中学生を中心とした若

年層への食育推進を継続してい

く。 

●区内４中学校において食育講座

を実施しており、今後も実施予定。 

 

●区民センターにおいて食育イベ

ントを実施予定（令和５年秋頃） 

保健福祉課

（児童保健） 
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 意見内容 

委員名 

または 

部会名 

会議での回答 対応方針 

 

令和４・５年度実施状況 

 

担当課 

  

令和４年度予算 319千円 

令和５年度予算 295千円 

（ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに応じた健康づくり事

業） 

15 

各部会の業績目標について、アンケート

がどういうふうな形で取られ、回収され

ているのか。（地域活動協議会の構成団体

について、目標 81％に対し、78.9％とな

っているが、これの取り方も一緒か。） 

澤江委員 

区民アンケートを年３回実施し

ている。地域活動協議会について

は、構成団体にアンケートをお送

りするなど、場面、場面での対象

の方に回答をお願いしている。数

字が出た後の分析や対応が非常

に重要と認識している。 

アンケートの取り方が分かりづら

いとのご指摘を受けたので、今後

の（区政会議の）資料には対象者と

対象人数・回答数を記載すること

とする。 

 

●令和５年度第１回区政会議より

アンケートの対象者と対象人数・

回答数を記載。 

 

 

 

総務課 

（総合企画） 

16 

平野川と平野川分水路について。東成区

で 1 時間に 100 ミリ以上の雨が降る可能

性もあり、そのときは河川から 3 メート

ルから 5 メートルの水があふれ、決壊す

る恐れがある。 

清水委員 

 

平野川は様々な自治体が関係す

る川であり、大阪府が管理して

いる。ハザードマップ自体は、

1000年に 1度の想定になってい

るが、少しハードルを下げて

100年に 1度というような意見

もいただいているので、そのあ

たりもふまえ、確認等させてい

ただければ、と思う。水に対す

る備えということで、しっかり

と取り組んでまいりたい。 

 

平野川・平野川分水路等について

は、かつては大雨で水があふれだ

しそうになり、決壊する恐れもあ

ったため、河川施設や下水道施設

の点検頻度を上げるなどを行うこ

とにより、浸水リスクをさらに軽

減することができるよう、河川管

理者や建設局等に働きかけてい

く。 

 

●令和５年１月に、建設局河川課、

大阪府寝屋川水系改修工営所及び

環境局環境管理課に対して、区政

会議のご意見を伝達する。 

市民協働課 
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排水ポンプで川へ水を放流しており、そ

の川がいっぱいになったらだめ、片江小

学校の裏付近で、機械が故障して水に浸

かったことがあったが、排水ポンプがど

こにあるかということを皆さんに知って

もらうことも必要ではないかと思う。 

清水委員 

ポンプの点検については、基

本、建設局下水道部で行ってい

るが、建設局下水道部とも連携

してきっちり点検できるように

し、連長の方々にもお知らせで

きればよいと思う。 

 

建設局下水道部に東成区内の排水

ポンプの位置を確認し、各地域の

連合町会長へ情報提供する。 

 

●令和４年 12 月 15 日に各地域の

連合町会長へ情報提供した。 

 

●令和５年５月に区政会議委員へ

も情報提供させていただいた。 

市民協働課 

                                                                                                                               


